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広報せとうち 月号2 令和 3年

　絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝、早起き、ラジオ体操、朝ごはん！　

まちの人口と世帯｜住民基本台帳 令和 2 年 12 月末

人口｜合計
8,817 人 (前月比 : ＋ 1)　

人口｜男
4,340 人 (前月比：＋5)

人口｜女
4,477 人（前月比：－ 4）

世帯数｜合計
5,248 世帯 (前月比：－3）

今月の表紙｜瀬戸内町の夢追い人「菱沼大晟選手・富永恭平選手」

第 71回鹿児島県高校駅伝大会
1位でフィニッシュする富永選手

タスキを繋ぐ菱沼選手（写真左）

菱
沼 

大
晟

富
永 

恭
平

２月の特集

『菱沼 大晟　富永 恭平』

瀬戸内町の夢追い人 



「
頭
は
低
く
目
は
高
く
、
口
を
慎
ん
で
心
広
く
、

　
　
　
孝
を
原
点
と
し
て
他
を
益
す
る
。」

う
な
練
習
を
し
て
い
ま
す
か
？

菱
沼
：
早
朝
練
は
６
時
か
ら

３
６
５
日
毎
日
あ
り
、
10
分

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後
に
20
分
間

ジ
ョ
グ
を
し
ま
す
。
午
後
練
習

は
16
時
か
ら
18
時
30
分
約
2
時

間
半
練
習
し
て
い
ま
す
。
メ

ニ
ュ
ー
に
も
よ
り
ま
す
が
、
最

低
で
も
1
日
18
㎞
、
合
宿
な
ど

多
い
時
は
40
㎞
く
ら
い
走
り
ま

す
。

―
日
頃
の
生
活
で
、
駅
伝
選
手

と
し
て
何
か
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

菱
沼
：
走
っ
て
い
る
と
、
自
分

の
体
の
こ
と
を
よ
く
知
る
こ
と

が
で
き
、
ケ
ガ
を
す
る
部
位
が

決
ま
っ
て
く
る
の
で
、
そ
こ
を

常
に
ケ
ア
し
て
ケ
ガ
の
予
防
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
油
断

す
る
と
す
ぐ
太
り
や
す
い
体
質

で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
中
距

離
向
き
の
体
な
の
で
、
食
べ
過

ぎ
飲
み
過
ぎ
に
は
気
を
付
け
て

い
ま
す
。

―
菱
沼
選
手
が
思
う
長
距
離
走

が
速
く
な
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
は
何
で
す
か
？

菱
沼
：
人
そ
れ
ぞ
れ
向
き
不
向

瀬
戸
内
町
の

　
　
　
　
　

夢
追
い
人
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鹿児島実業高校３年鹿児島実業高校３年

瀬
戸
内
町
の
夢
追
い
人
第
４
弾

と
な
る
今
回
は
、
昨
年
12
月

に
行
わ
れ
た
全
国
高
校
駅
伝
に
も
出

場
し
た
県
内
屈
指
の
駅
伝
強
豪
校

「
鹿
児
島
実
業
高
校
」
で
主
軸
を
担

う
菱
沼
大
晟
さ
ん
（
3
年
生
）
と
富

永
恭
平
さ
ん
（
2
年
生
）
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
駅
伝
の
魅
力
、
さ
ら
に

は
目
標
に
近
付
く
思
考
法
に
迫
り
ま

す
。
そ
れ
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
特

集
ご
覧
く
だ
さ
い
！

―
ま
ず
初
め
に
自
己
紹
介
を
お
願
い

し
ま
す
。

菱
沼
：
鹿
児
島
実
業
高
等
学
校
3
年

普
通
科
の
菱
沼
大
晟
で
す
。
阿
木
名

小
中
学
校
出
身
で
す
。
高
校
で
は
陸

上
部
に
所
属
し
、
中
長
距
離
専
門
で

す
。
趣
味
は
音
楽
鑑
賞
で
、
特
技
は

整
理
整
頓
で
す
。

―「
夢
追
い
人
」と
題
し
て
、ズ
バ
リ
、

菱
沼
選
手
の
「
夢
」
は
何
で
す
か
？

菱
沼
：
中
距
離
（
８
０
０
ｍ
・

１
５
０
０
ｍ
）
で
日
本
選
手
権
に
出

場
し
て
、
日
本
の
中
距
離
会
を
引
っ

張
っ
て
い
き
、
陸
上
競
技
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
で
す
。

―
座
右
の
銘
は
あ
り
ま
す
か
？

菱
沼
：「
頭
は
低
く
目
は
高
く
、
口

を
慎
ん
で
心
広
く
、
孝
を
原
点
と
し

て
他
を
益
す
る
。」

こ
れ
は
新
極
真
会
緑
健
児
代
表
か

ら
空
手
を
習
っ
て
い
た
頃
に
教
え

て
頂
い
た
言
葉
で
す
。

―
駅
伝
選
手
と
し
て
の
菱
沼
さ
ん

の
強
み
、
武
器
は
何
で
す
か
？

菱
沼
：
ど
ん
な
状
況
で
も
平
常
心

を
保
て
る
こ
と
で
す
。
レ
ー
ス
の

流
れ
を
読
み
取
り
、
そ
れ
に
あ
っ

た
走
り
が
出
来
る
こ
と
が
強
み
で

す
。

―
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た

「
２
０
２
０
全
国
高
校
駅
伝
」
に

鹿
児
島
実
業
の
５
区
を
走
っ
た
菱

沼
選
手
で
す
が
、
収
穫
や
見
え
た

課
題
は
あ
り
ま
し
た
か
？

菱
沼
：
収
穫
は
、
ケ
ガ
が
多
く
て

辛
く
苦
し
い
こ
と
の
方
が
多
か
っ

た
高
校
3
年
間
で
し
た
が
、
高
校

最
後
に
全
国
高
校
駅
伝
の
5
区
に

選
ば
れ
、
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

選
手
た
ち
と
肩
を
並
べ
て
走
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。課
題
は
、

レ
ー
ス
後
半
の
粘
り
が
他
校
の
選

手
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
と
感
じ
た

の
で
、
も
っ
と
走
り
込
み
を
し
て

ス
タ
ミ
ナ
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

―
鹿
実
駅
伝
部
で
は
普
段
ど
の
よ

富永　恭平富永　恭平
TOMINAGA　KyoheiTOMINAGA　Kyohei

鹿児島実業高校２年鹿児島実業高校２年
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菱沼選手の得意種目は中距離（800m・1500m）レース終盤でも美しいフォームは崩れない

夏合宿にて。苦楽を共にした仲間たちとの一枚

日々切磋琢磨し合うチームメイト

伝統の黄色いユニフォームに身を包んだ鹿実駅伝部

ゴールの瞬間は笑みがこぼれる駅伝を通してかけがえのない仲間にも出会えた

き
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
目
標
を

持
っ
て
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に

努
力
す
る
こ
と
が
速
く
な
る
こ
と
に

も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

―
2
月
7
日
に
は
町
内
駅
伝
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
に
ア
ド

バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。
菱
沼
選

手
が
思
う
、
駅
伝
で
好
タ
イ
ム
を
出

す
秘
訣
は
な
ん
で
す
か
？

菱
沼
：
1
番
大
事
な
こ
と
は
楽
し
く

走
る
こ
と
で
す
。
次
に
大
事
な
こ
と

は
、
駅
伝
は
チ
ー
ム
戦
な
の
で
、
次

の
走
者
に
少
し
で
も
楽
を
さ
せ
る
た

め
に
自
分
が
1
秒
で
も
速
く
襷
を
繋

ご
う
と
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て

は
好
タ
イ
ム
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。

―
日
々
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
ご
家

族
へ
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す

か
？

菱
沼
：
今
僕
は
、
母
と
二
人
で
鹿
児

島
市
内
に
住
ん
で
い
ま
す
。
毎
日
の

学
校
の
送
り
迎
え
や
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
作
っ
て
も
ら
い
、
僕
が

最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
父
は
単
身
神
奈
川
県

で
僕
が
不
自
由
な
く
走
れ
る
よ
う
に

仕
事
を
頑
張
り
、
応
援
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
両
親
に
は
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
走
り
で
恩

返
し
が
で
き
る
よ
う
に
頑
張
る
の
で

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

―
島
を
離
れ
て
み
て
、
菱
沼
さ
ん

が
感
じ
る”

島
の
良
さ”

と
は
な

ん
で
し
ょ
う
か
？

菱
沼
：
結
い
の
精
神
と
手
つ
か
ず

の
大
自
然
で
す
。
島
で
は
ご
近
所

で
声
を
掛
け
合
い
助
け
合
い
な
が

ら
暮
ら
し
、
友
達
と
は
兄
弟
の
よ

う
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
僕
が
陸
上
競
技
を

始
め
た
き
っ
か
け
も
人
と
の
繋
が

り
、
ご
縁
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。自
然
が
好
き
で
、

父
と
は
よ
く
海
や
山
に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
自
然
と
共
存
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
な
に
も

の
に
も
代
え
難
い
島
の
良
さ
で
、

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
菱
沼
選
手
の
今
後
の
抱

負
を
お
願
い
し
ま
す
！

菱
沼
：
高
校
卒
業
後
は
、
大
学
に

進
学
し
て
８
０
０
ｍ
・
１
５
０
０

ｍ
の
中
距
離
に
力
を
入
れ
て
、
関

東
イ
ン
カ
レ
や
全
日
本
イ
ン
カ
レ

で
入
賞
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

そ
の
後
は
、
中
距
離
会
を
引
っ

張
っ
て
い
け
る
よ
う
な
選
手
に
な

り
、
陸
上
競
技
の
魅
力
を
多
く
の

人
々
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
も

応
援
し
て
い
ま
す
！

お手本のようなフォームで走る菱沼選手

中距離ではよりダイナミックな走りに！
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富永：自分のペースで平常心で走れば良いタイムが出せると思います。

－県本土の高校へ進学し、親元を離れての生活を送る中で、やはり勉強・

部活・家事の両立は大変でしょうか？

富永：はい。とても大変です。寮に帰ってきてから洗濯、掃除などで時間

と手間がかかり、体のケアにも多くの時間を割くので勉強時間の確保に苦

労しています。中学校の頃に戻りたいです（笑）

－日々サポートしてくれるご家族へ何かメッセージはありますか？

富永：遠征等でお金も多く使ってしまいますが、その分、走りや結果で必

ず恩返しをして喜んでもらえるように頑張るので、これからもよろしくお

願いします。

－島を離れてみて、富永さんが感じる ” 島の良さ ” とはなんでしょうか？

富永：気温も人も暖かく親切で、会ったら気軽に声をかけてくれるところ

です。

－それでは最後に富永選手の今後の抱負をお願いします！

富永：今年は、夏場のトラックシーズンでインターハイ出場を目指します。

そして、冬場の駅伝シーズンでは必ず全国高校駅伝都大路に出場し上位入

賞を果たしたいと思います。

もちろん、勉強にも力を入れていきたいと思います！

－お忙しい中、快く取材を受けていただきありがとうございました。

今後の活躍も期待しています！

中学生時に町駅伝で疾走する富永選手 駅伝の過酷さが伝わってくる一枚

全国高校駅伝でアンカーの
富永選手に襷が渡る瞬間

鹿児島県大会優勝時の一コマ

夏合宿ではアップダウンの激しい山道で鍛え抜く

活躍の裏には血の滲む努力が隠れている

中学時には野球で県大会準優勝
県大会での一コマ

大会終了後の記念撮影

雨の日も黙々と走り続ける
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瀬
戸
内
町
の

　

  　

夢
追
い
人

夢は、「箱根の大舞台」で走り、

携わった方々に走りで恩返しすること

 特集

富永　恭平富永　恭平
TOMINAGA　KyoheiTOMINAGA　Kyohei

鹿児島実業高校２年鹿児島実業高校２年

瀬戸内町出身の夢を追い続ける人を紹介する特集「瀬

戸内町の夢追い人」2 人目は、同じく鹿児島実業高校

駅伝部に所属する富永恭平選手（古仁屋中卒）です！昨年 12

月に行われた「2020 全国高校駅伝」では鹿実のアンカーとし

て出走した富永選手。そんな彼が見据える先には何があるのか。

大舞台で力を発揮するヒントなども聞くことができました。そ

れではご覧ください！

－まず初めに自己紹介をお願いします。

富永：鹿児島実業高等学校普通科キャリアデザインコース

2年の富永恭平です。陸上部に所属しています。出身は古

仁屋の宮前で、現在長距離走に励んでいます。

－タイトルは「夢追い人」です。ズバリ、富永選手の「夢」

は何ですか？

富永：自分の夢は、箱根駅伝で出走することです。長距離

ランナーの誰もが憧れる箱根の大舞台で出走し、自分に携

わった大勢の方々へ走りで恩返しすることです。

－駅伝選手としての富永さんの強み、武器は何ですか？

富永：自分はまだ駅伝では結果を残すことはできていない

のですが、鹿児島実業陸上部には歴代の先輩方から受け継

がれている『心走』という言葉があります。トラックレースは個

人の種目ですが、駅伝は何人かでタスキを繋ぐ団体の種目です。

心走とは、一人がチーム全員のことを想い、心で走るというこ

とで、県内で一番キツイ練習をチーム全員で切磋琢磨しながら頑

張っていく中で培った強い心、その精神が自分にとっての強みだ

と思っています。

－昨年 12 月に行われた「2020 全国高校駅伝」に鹿児島実業のア

ンカーとして出場された富永選手ですが、収穫や見えた課題はあ

りましたか？

富永：県駅伝と同様 7区アンカーを走らせていただき、まだまだ

全国の大きな壁を感じました。都
みや

大
こお

路
おじ

は、アップダウンがあるコー

スで、そこに対応できない自分の筋力不足を大きく痛感しました。

もう一度土台から作り直し自分の課題である筋力不足を克服し来

年また大きくなってリベンジできるようにしていきます。

－鹿児島実業駅伝部では普段どのような練習をしていますか？

富永：早朝練習は、365 日休みなく 6時から 7㎞程走り鉄棒で

補強を行い、午後からの練習はジョグ、インターバル、ビルドアッ

プ走を主に行い 1日平均 20㎞以上走ります。

－日頃、駅伝選手として何か気を付けていることはありますか？

富永：食生活は、お菓子、ジュースは極力控え、朝は必ず貧血防

止のためタンパク質が多く含まれている納豆、鉄分のひじきを必

ず食べています。

－中学時代は野球部に所属し、主力として鹿児島県大会準優勝の

実績を残された富永さん。駅伝へ競技変更したキッカケはなんで

すか？

富永：小さい頃から走るのが好きで、自分でも野球より陸上の方

が向いていると思ったからです。

－長距離走が速くなるために必要なことは何ですか？

富永：やはり、練習、努力、やる気あるのみだと思います。

－富永選手が思う駅伝で好タイムを出す秘訣はなんですか？県内随一の練習量を誇る鹿実駅伝部の走る姿は圧巻

（※ 1）

（※都大路…全国高校駅伝の呼称）
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